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自己紹介
• 1977年　京都大学理学部物理系学科 卒業 

• 1982年　東北大学大学院理学研究科 修了 

• 1982-1990　海外ポスドク (フランス、西ドイツ、スイス等) 

• 1990年　大阪大学 核物理研究センター 助教授 

• 1999年　京都女子大学 教授 

• （2000年　現代社会学部 創設） 

• 2019年　同上の職 定年　（京都女子大学名誉教授） 

• 2021年　関西外国語大学 教授 

• （2022年　英語・デジタルコミュニケーション学科 創設） 

• 2024年　同上の職 定年（70歳）

物理学 
～25年

文理融合 
～25年



Arduinoで授業展開する発想の「前史」： 
京都女子大 宮下健輔教授 の影響大

• 1999年 BSDで研究室のWebカメラ定点観測画像をWeb公開（遊び） 
• 2000年 ガイガーカウンタ(秋月)の連続測定をネット上で可視化 
• 2012年8月 Arduino+ドア開閉、明るさ、温度＞twitter、＋エアコン
スイッチ押すサーボモータ、リモコンLED検知、温度制御+表示 

• 2016年頃 さくらインターネット IchigoJam教室 Basicゲーム 見学 

• 京都女子大 現代社会学部「教養」段階の「演習」に使えると気付き 
• 2017年から水野の「演習」(学部２回生) の「素材」に使う。

3 2017年（後期）



2018年度後期 2年生レポート（例）
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2018年（後期）



自分（水野）も連続測定
をやってみて「驚愕」
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湿度

温度

真夏の駐車場45℃

湿度もコロコロ変わる
2019年（夏）

コンビニではドアを開
放=内外で同じ空気。 
冷房すると湿度は上る



大気圧にも微細構造がある（１）
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2020年（2月）

キャリブレーションの差

同じ気圧計を 
5cm離して置く

微細構造は同じ



「動く」と気圧も変化する
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2020年（2月）

山の上

山の下山の下



生活環境中の磁場もコロコロ変わる
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2020年

地磁気は約 
0.5ガウス

電車で移動中（車内）の磁場変化 自宅の机の上

場所を変えると変化？



犯人は(近くの)永久磁石だった
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2020年



自分の環境をモニタし、 
理解して改善する。 

 
→この「あは!」体験　を教育に生かす
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「方法」から入るか？ 

「問題」から入るか？ 

以下では 
「問題」から入る実践紹介



文理の主な関心の「違い」 
文系：人間・表現に興味 
理系：原理・仕組に興味 

社会課題の発見か？（文系） 
プログラミングか？（理系）

どちらも必要



SONY SPRESENSEとの出会い2019年末 
→2020年後期SPRESENSEを使った演習
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2020年（後期）



アイデアソン：課題の解決
•例１：妊婦さん陣痛タイミング予測センサー 
•例２：音声式盲人お助けセンサー 
•例３：認知症「もの忘れ」チェックモニター 
•例４：声状態チェック式風邪センサー 
•例x：夜空の流れ星自動記録カメラ（水野）

15 SONY早川氏との共同研究の結果（一部）

2020年（後期）
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2021年（4月）

bit.ly/3PFcOvl

https://bit.ly/3PFcOvl
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2021年（4月）
bit.ly/3PFcOvl

https://bit.ly/3PFcOvl
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2021年（4月）
bit.ly/3PFcOvl

https://bit.ly/3PFcOvl
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https://www.sony-semicon.com/ja/info/2021/2021122101.html

2021年秋「SONY Sensing 
Solution」アイデアソン上位入賞

2021年（11月）
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2022年度前期 実時間 心拍 可視化 センサー
欠伸で大発見あり！(しかし)入賞を逃す！

2022年（7月）



2022年度後期 ESP32。後半は 
SSS協力→全員SPRESENSE実習
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2022年（12月）



2022年度　レポート課題
• ステップ１：まず接続テスト（Lチカ= Blink
テスト） 

• ステップ２：光センサー（CdSの明るさセン
サー）の動作テスト 

• ステップ３：温度・湿度・気圧センサー（紫
色のセンサー）の存在確認 

• ステップ４：温度・湿度・気圧センサー（紫
色のセンサー）の動作テスト 

• ステップ５：Ambient（IoT表示サービス）
の登録とWi-Fiの動作テスト 

• ステップ６：Ambient利用の動作テスト 

• ステップ７：液晶（LCD）表示の動作テスト 

• ステップ８：スイッチ「割り込み」
(interrupt）の動作テスト 

• ステップ９：Spresenseカメラで数字認識の
動作テスト
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• ステップ９：Spresenseカメラで数字
認識の動作テスト 

• 9-1）ファイル準備, サイトにアクセス 

• 9-2）ダウンロード「すべて展開」解凍 

• 9-3）さらに「すべて展開」（解凍） 

• 9-4）データファイルの準備 

• 9-5）SONYのNNCサイト サインイン 

• 9-6）データのアップロード準備 

• 9-7）プロジェクトの指定、データの
リンク、学習の実行 

• 9-8）評価の実行 

• 9-8）学習結果のダウンロード 

• 9-9）Spresenseカメラで数字認識

2023年（1月）



（続き）
• ステップ10：SpresenseとESP32を連動させる 

• 連携手順１）ESP32上で、次のスケッチを動かす 

• 連携手順２）PCの画面に数字を表示させておく。次に、Spresense
上でnumber_recog_simple_test004_dec2bin.inoを動かす。 

• 連携手順３）SpresenseとESP32の両方を、上のピン対応で、オス
メスのケーブルで繋ぐ 

• 連携手順４）Spresenseで認識した数字が安定したら、ESP32上の
スイッチを押す。するとその時の数字（数字2,3,4,5,6,7など）に応
じて、気象データのどれかの詳細を、ESP32上のLCDの上に５秒
間、表示するはずである。
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2023年（1月）



学生の感想（一部）
• 初めての男子学生：「水野先生、昨日は夜遅くにエラー解決にお付
き合い頂き、ありがとうございました。おかげさまで、全て課題を
解決し、画像認識や液晶表示も無事終えることができ、学びになり
ました。動画撮影ですが（中略）24時間の観測はできませんでした
が、短時間で大きな変化を人工的に起こし、グラフの変化をつけて
います。またスプレセンスで画像認識をさせ、液晶表示できたのは
かなり大きな収穫でした。絶対無理と諦めていたので、動作させら
れてよかったです。本当にありがとうございました。」 

• 初めての女子学生：「こういうことをやるのは初めてだったです
が、楽しかったです」 

• 質問に来た学生に「難しかった？」「いや、面白かったですよ。」
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2023年（1月）



授業評価（一部）
• II）授業に対する学生の取組 
• II-1）1回の授業につき、平均どのくらい授業外学修（予習・復習を含む）をしましたか 
• II-2）あなたは、この授業に積極的に参加したと思いますか。 

• IV）この授業に対する総合評価 
• IV-1）この授業によって、知的関心を充足し、学ぼうとする意欲を持つことができた。 
• IV-2）この授業を受けて、新しい知識・スキルを得ることができた。

2023年（2月）
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2023年4月Maker Faire Kyoto出展
2023年（4月）
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https://www.kansaigaidai.ac.jp/news/detail/?id=1800&p=84

2023年（4月）
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2023年11月「ゆる楽器」ハッカソン

2023年（11月）



29 2023年（11月～）

「ゆる楽器」を中間課題に



2023年度：全部SPRESENSEで完結
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2024年（1月）



現状：例題を自力で完成する課題。但し 
作り方ビデオ提供 (目的：体験の総復習)
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• 2022年度

• 2023年度



JAXA月面探査機SLIMの 
SORA-QにもSPRESENSEが活躍

https://av.watch.impress.co.jp/docs/news/1563705.html



https://av.watch.impress.co.jp/docs/news/1563705.html



実践事例：可能性と課題
•可能性：（ものつくり系（ロボット・電子工作・プログラミング）の授業の可能性） 
• 女子大の社会科学系：可能 
• 共学の外国語大学：　可能 
•成果： 
• １：（分かる面白さ）理解できる。面白い。「最先端」も体験できる。興味を持つ。 
• ２：（出来る楽しさ）1人で出来る。達成感を味わう。自信になる。 
• ３：「就活で役立つから」と受講する学生も多い。（文系学生でIT系企業に就職した
人にとって、貴重な体験の場の一つ。） 
• 就活で「SONY SSS、Amazon、ルネサスに内定」、結局ルネサスに決めた人も。 
•課題： 
• １：例題の追体験で終わる（時間不足。人数。予算）。「作品作り」まで行かない。 
• ２：発表の場（教室？）。外部で発表（一部学生に他流試合の体験）。全員は困難 
• ３：「問題から入る。方法から入る。」両方の往復が理想（今は出来ていない）。 
• ４：文系の問題意識（社会課題）。理系（科学技術）の解決方法。一人に同居すべき34


